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はじめに

◼以下では、シルバー厚生年金基金の制度移行に関する経理・給与システムの修正点について説明します。

◼今回の資料では、主に給与システムの給与基本台帳、月例給与に関する変更点について説明しております。

企業年金基金に関しては、期末勤勉からは事業主、加入者ともに掛金の控除がないため、変更はありません。

年末調整の変更については、後日ご案内させていただく予定です。

◼制度移行の内容や手続きについては、全国シルバー人材センター厚生年金基金様へお問合せください。

◼システム対応内容については、今後変更になる可能性があります。
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職員基本台帳（登録画面）の変更点

1.給与システムについて

◼給与基本台帳の[控除]タブに企業年金基金の本人／事業主負担分の項目が追加になります。

◼ 8月分の給与支払後に、厚生年金基金の控除額を削除し、企業年金基金に掛金率をもとに計算した控除額を設

定してください。

企業年金基金を追加。

項目名は管理（H）＞支給控除項目等

名称変更で変更可能です。
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職員基本台帳（帳票）の変更点

1.給与システムについて

◼職員給与基本台帳や職員データエクセル変換にも、企業年金基金の項目が追加になります。

企業年金基金を追加。

職員データエクセル変換の出力

項目にも追加します。

設定変更結果を一覧でチェック

するのに活用いただけます。
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月例給与（画面）の変更点

1.給与システムについて

◼職員給与基本台帳で設定した控除額が、月例給与計算をかけると控除されます。

◼月例給与計算結果変更画面では、控除タブに本人負担分、事業主負担分の計算結果が反映されます。

本人負担分／事業主負担分の月例給与

計算結果が控除タブに反映されます。
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月例給与帳票（給与明細書）の変更点

1.給与システムについて

◼企業年金基金の本人負担分の項目が給与明細に追加になります。

企業年金基金を追加。



6Copyright（C） NRI Social Information System Services, Ltd. All rights reserved.

月例給与帳票（支給控除一覧表、エクセル変換）の変更点

1.給与システムについて

◼支給控除項目を確認するための一覧表やエクセル変換結果にも企業年金基金を追加します。

＜支給控除一覧表＞ ＜支給控除データエクセル変換＞

企業年金基金を追加。
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月例給与帳票（事業主負担分集計表、支出科目別集計表）の変更点

1.給与システムについて

◼事業主負担分集計表にも項目追加します。

◼支出科目別集計表は、退職給付費用に計上されます。

企業年金基金を追加。

企業年金基金は「退職給付費用」に計上されます。
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◼使用科目の変更点（以下、 「全シ協令和2年度科目標準留意点（センター用）」より引用）

令和2年9月に新制度（総合型ＤＢ制度）へ移行予定である厚生年金基金の事業主負担分については、新制

度移行前は「法定福利費」ですが、移行後は「退職給付費用」（確定給付企業年金保険料）に変更となります。

なお、国庫補助金申請上は、新制度移行前は「社会保険料」ですが、移行後は「退職金掛金」となります。

＜経理科目＞

＜補助金科目＞

◼経理システムでの対応

経理科目、補助金科目ともに出荷済のため、利用するための設定確認を行ってください。

（今回の制度変更に関するバージョンアップはありません。）

＜経理の科目設定＞

事業費、管理費それぞれに「退職給付費用」が用意されておりますので、科目使用の設定を確認してください。

＜補助金管理オプションの設定＞

補助金連動設定の確認（未設定の場合は連動設定の変更）をしてください。

「退職金掛金」の補助金予算が未設定の場合は、補助金予算変更等で設定してください。

使用科目の変更

2.経理システムについて

令和2年8月分まで

法定福利費

令和2年9月分以降

退職給付費用

令和2年8月分まで

社会保険料

令和2年9月分以降

退職金掛金




